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皆さん、こんにちは、文化協会を代表してご挨拶を申し上げます。
世界情勢が混沌としている中、高市内閣が誕生し政治が動き出したように感じています。昨年の
流行語大賞に、高市総理大臣の“働いて、働いて、働いて、働いて、働いてまいります”が選ばれ
ました。なかなか高市総理のようには行きませんが、各自の体力、能力に合わせて、取組みをし
ていけたらと思います。
昨年に引き続き、新たな団体の加入を呼びかけております。多くの皆様と協力して私たちの住む、
かすみがうら市の文化の発展に向けて活動をして行きたいと考えております。今年も宜しくお願い申
し上げます。

かすみがうら市職員の大久保隆史氏に「日清講和」についてのお話を伺いました。
かすみがうら市千代田地区出身の古宇田信近は、明治時代に活躍した陸軍軍医であり、日清講
和における重要な功労者として知られています。日清戦争の終結を迎えるにあたり、下関条約の
調印前、講和交渉を行っていた清の全権大使李鴻章が狙撃され、重傷を負った際、古宇田信近は
迅速に治療を施しました。彼の冷静な対応がなければ、講和交渉の進行に影響を及ぼす危険もあ
りました。
この講演を通して、古宇田信近が日本人として社会に貢献した気高い志や、困難な状況におい
ても冷静に判断し行動したその精神を学ぶ貴重な機会となりました。彼の医療への情熱と国際的
な貢献は、今日の私たちに多くの示唆を与えてくれます。

令和７年度 文化協会事業講演会
演　　題：「日清講和と軍医　古宇田信近」

講師紹介：かすみがうら市職員　大久保 隆史

実 施 日：令和８年１月30日（金）

場　　所：下稲吉コミュニティセンター 多目的室

講演内容：日清講和130年̶古宇田信近の生き様とその時代背景

感　　想： 

こ  う  だ のぶ ちか

りこうしょう

会長あいさつ
かすみがうら市文化協会 会長　上　原　　　務
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部門名 団　　体　　名 代表者名 会員数

文芸⑴ 紫陽花俳句会 福田　宏通 5

華道
和装
⑶

池坊同好会 木川智惠子 14

かすみがうら市茶道連合会 久保田幸子 38

熊谷きもの学院 熊谷　光子 20

美術
⑽

彩友会 室井　克美 9

陶芸クラブ 清水きよ子 7

土釉会 氏橋まさ子 7

千代田やきもの同好会 田中　賢筰 8

獅子頭彫刻同好会 宮本　　力 12

フォト霞ヶ浦 加瀬　雅俊 10

切り絵同好会 金澤富士子 13

キルティング Bee 石塚とし子 24

千代田美術愛好会 元木　正志 11

ペイントクラブ 岡田　恭子 12

部門名 団　　体　　名 代表者名 会員数

音楽
⑸

かすみがうら市カラオケ連合会 三河　太吉 17

コーラスあじさい 島田　卓光 17

かすみがうらハーモニカクラブ 佐々木洋子 6

かすみがうらサクソフォンクラブ 上原　　務 18

メロディベル 佐藤みゆき 11

民謡
演舞
詩吟
⑶

かすみがうら市吟剣詩舞道連合会 黒沢美智雄 38

若浦流若浦会かすみがうら支部 矢口　光雄 7

蝶の会＆子供クラブ 和佐原悦子 8

ダンス
⑵

かすみがうら FD（フォークダンス） 大野まり子 30

tenjin ballet 大和田奈々美 49

将棋
⑵

千代田棋友会 箕輪　好文 23

千代田囲碁会 武田　和夫 20

令和７年度かすみがうら市文化協会加盟団体

≪役員≫

役　職 氏  名 （ 団 体 名 ）

会　長 上原　　務（かすみがうらサクソフォンクラブ）

副会長 大野まり子（かすみがうらＦＤ（フォークダンス））

会　計 石塚とし子（キルティング Bee）

監　事 三河　太吉（かすみがうら市カラオケ連合会）

かすみがうら市文化協会は、市内で活動する26文化団体434名から成り立ち、市内文化団体の交流活動など
を行っています。また、展覧会や発表会などを通して、市民の皆様方の文化意識の高揚と文化活動の振興に
寄与することを目的としています。

【会員数：令和 8年 1月現在】

代表理事 田中　賢筰（千代田やきもの同好会）

代表理事 加瀬　雅俊（フォト霞ヶ浦）

研修委員会　委員長 石塚　とし子（キルティング Bee）

行事委員会　委員長 佐藤　みゆき（メロディベル）

広報委員会　委員長 熊谷　光子（熊谷きもの学院）



日　時　：　令和 7年 10月 8日（水）
場　所　：　鉄道博物館　　氷川神社　　盆栽美術館視 察 研 修視 察 研 修

文化協会事業

盆栽美術館

氷川神社鉄道博物館

猛暑もようやく落ち着き、研修に適した穏やかな気候の中、参加者29名のもと埼玉方面への視
察研修を実施しました。鉄道博物館では、鉄道の黎明期から現代に至るまでの発展の歩みや技術
革新の変遷を学び、実物展示や解説を通して、参加者は鉄道の今昔に心を躍らせながら理解を深
めました。
氷川神社では、都心に位置しながらも静寂に包まれた長い参道を歩き、歴史と風格を感じさせ
る社殿の佇まいに触れることで、日本文化の精神性をあらためて実感しました。さらに、盆栽美
術館では、鉢の中に樹齢数百年の大木を思わせる盆栽の数々を鑑賞し、植物の生命力と長年にわ
たり受け継がれてきた匠の技が融合した、日本の伝統文化の奥深さを体感する、有意義な研修と
なりました。

れいめいき
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今年度のふれあい生涯学習フェアは、会場を千代田コミュニティセンターに変更して開催さ
れましたが、会場変更を感じさせないほど盛況のうちに実施されました。文化協会からは、ス
テージ発表に9団体、作品展示に5団体、体験教室及び販売に５団体が参加し、いずれも日頃の
練習や活動の成果を十分に発揮する機会となりました。

ふれあい生涯学習フェア2025への参加
日時：令和 7年 11月 10日（月）～ 16日 ( 日 )
会場：千代田コミュニティセンター（旧志筑小学校）
　　　【作品展示】11月 10日～ 16日　【体験】11月 15日
　　　【販売・体験・ステージ発表】11月 16日

【ステージ発表参加団体】9団体　※順不同
メロディベル、かすみがうらサクソフォンクラブ、かすみがうらハーモニカクラブ、
コーラスあじさい、tenjin ballet、蝶の会＆子供クラブ、若浦流若浦会かすみがうら支部、
かすみがうらFD（フォークダンス）、熊谷きもの学院

【作品展示参加団体】5団体　※順不同
　池坊同好会、熊谷きもの学院、切り絵同好会、フォト霞ヶ浦、キルティングBee

【体験教室及び販売参加団体】５団体　※順不同
　池坊同好会、キルティングBee、千代田やきもの同好会、陶芸クラブ、土釉会
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団体名：熊谷きもの学院
代　表：熊谷　光子

このスローガンの下、公益社団法人全日本きものコンサル
タント協会主催の「日本の心と美の祭典」として、全日本き
もの装いコンテスト関東大会が、令和7年11月24日（月）
に水戸市民会館で盛大に開催されました。
この大会には、熊谷きもの学院の受講者も参加し、800名

を超える観客の前で、緊張感と華やかさが入り混じった舞台
上でその姿を披露しました。観客と関係者が見守る中で、参
加者たちは美しい装いで自らの表現力を競い合いました。そ
の結果、当学院の受講者は外国人の部 1位、留袖の部 2位、
カジュアルの部 3位と素晴らしい成績を収めることができま
した。
なお、外国人の部と留袖の部で受賞した2名は、令和8年5月に開催される世界大会への

出場権を獲得しました。この成果は、学院生たちの努力と情熱、そして着物文化に対する
深い愛情が結実した証です。

審査基準と出場者の着物の歴史
　本コンテストの審査基準は、以下の6項目で厳格に行われました。

（1）装い（おはしょりや帯結びを含む着装全体の美しさと完成度を評価。）
（2）容姿（柄や色合いの調和と、気品・好感度のある整った姿を評価。）
（3）立居振舞（着物にふさわしい、たおやかで品格ある所作を評価。）
（4）情緒（着物姿から醸し出される風情や雰囲気を評価。）
（5）言葉遣い（着物にふさわしい丁寧な言葉遣いと心配り、表現力を評価。）
（6）作文（きもの文化への理解と継承への使命感・将来への考えを評価。）

制限時間10分の中での着付け（装
い）は、どの出場者も素晴らしい完
成度を誇り、その完成度の高さが審
査員からも高く評価されました。
出場者が身にまとった着物には、
各々の歴史があり、その背景に込め
られた思いが伝わる瞬間が数多くあ
りました。以下は、受賞者が着用し
た着物のエピソードです。

＊外国人の部 1位：
「義母からの贈り物の訪問着と織の名古屋帯」
この訪問着は、義母が大切にしていたもの
で、代々受け継がれてきた伝統ある一着で
す。織りの名古屋帯がその品格をさらに引
き立て、出場者の堂々とした姿勢とともに、
見事な表現力を発揮しました。

＊留袖の部 2位：
「娘の晴れの日を夢見て誂えた黒留袖に袋帯
の装い」
この留袖は、母親が娘の晴れの日を祝うた
めに心を込めて誂えた特別な一着です。袋
帯とのコーディネートがその格調高い装い
を際立たせ、出場者の優雅さを引き立てました。

＊カジュアルの部 3位：
「母から譲られた大島紬にお気に入りの福寿草の縮緬の名古屋帯」
大島紬のシンプルでありながら深みのある魅力を、福寿草の縮緬名古屋帯が華やかに
演出し、品のあるカジュアルな装いが見事に表現されました。

日本女性としての風情と優しさ
私たち熊谷きもの学院では、着物をどのように装うかという「技術」だけでなく、日本
女性としての優しさやたおやかさ、風情を漂わせることができるよう、日々の練習に力を
入れています。着物を着ることは、単なるファッションではなく、長い歴史と伝統に根ざ
した文化を体現する行為であり、それを通じて自らの内面を表現する手段でもあります。
着物を通して、日々の生活に彩りを与え、心を豊かにすることを大切にしています。本
広報誌を通じて、市民の皆さまや観客、関係者の方々に、日本の伝統文化である着物姿の
華やかな世界をお伝えできることを嬉しく思います。その魅力を少しでも感じていただけ

たのであれば、私たちにとってこれ以上の喜びはあり
ません。
また、着物を着ることは、ただ美しい装いを楽しむ
だけではなく、私たちの文化や歴史を次世代へと繋げ
る大切な役割を担っています。地域の皆さまと共に、
着物文化の深さや豊かさを再発見し、その魅力を広め
ていけることを心より願っています。

『帯きもの　縁実らす君なれば　命伝えよ　装いの花』
えにし

特　集

かすみがうら市文化協会だより（6）

第 21 号　2026



このスローガンの下、公益社団法人全日本きものコンサル
タント協会主催の「日本の心と美の祭典」として、全日本き
もの装いコンテスト関東大会が、令和7年11月24日（月）
に水戸市民会館で盛大に開催されました。
この大会には、熊谷きもの学院の受講者も参加し、800名
を超える観客の前で、緊張感と華やかさが入り混じった舞台
上でその姿を披露しました。観客と関係者が見守る中で、参
加者たちは美しい装いで自らの表現力を競い合いました。そ
の結果、当学院の受講者は外国人の部 1位、留袖の部 2位、
カジュアルの部 3位と素晴らしい成績を収めることができま
した。
なお、外国人の部と留袖の部で受賞した2名は、令和8年5月に開催される世界大会への
出場権を獲得しました。この成果は、学院生たちの努力と情熱、そして着物文化に対する
深い愛情が結実した証です。

審査基準と出場者の着物の歴史
　本コンテストの審査基準は、以下の6項目で厳格に行われました。

（1）装い（おはしょりや帯結びを含む着装全体の美しさと完成度を評価。）
（2）容姿（柄や色合いの調和と、気品・好感度のある整った姿を評価。）
（3）立居振舞（着物にふさわしい、たおやかで品格ある所作を評価。）
（4）情緒（着物姿から醸し出される風情や雰囲気を評価。）
（5）言葉遣い（着物にふさわしい丁寧な言葉遣いと心配り、表現力を評価。）
（6）作文（きもの文化への理解と継承への使命感・将来への考えを評価。）

制限時間10分の中での着付け（装
い）は、どの出場者も素晴らしい完
成度を誇り、その完成度の高さが審
査員からも高く評価されました。
出場者が身にまとった着物には、

各々の歴史があり、その背景に込め
られた思いが伝わる瞬間が数多くあ
りました。以下は、受賞者が着用し
た着物のエピソードです。

＊外国人の部 1位：
「義母からの贈り物の訪問着と織の名古屋帯」
この訪問着は、義母が大切にしていたもの
で、代々受け継がれてきた伝統ある一着で
す。織りの名古屋帯がその品格をさらに引
き立て、出場者の堂々とした姿勢とともに、
見事な表現力を発揮しました。

＊留袖の部 2位：
「娘の晴れの日を夢見て誂えた黒留袖に袋帯
の装い」
この留袖は、母親が娘の晴れの日を祝うた
めに心を込めて誂えた特別な一着です。袋
帯とのコーディネートがその格調高い装い
を際立たせ、出場者の優雅さを引き立てました。

＊カジュアルの部 3位：
「母から譲られた大島紬にお気に入りの福寿草の縮緬の名古屋帯」
大島紬のシンプルでありながら深みのある魅力を、福寿草の縮緬名古屋帯が華やかに
演出し、品のあるカジュアルな装いが見事に表現されました。

日本女性としての風情と優しさ
私たち熊谷きもの学院では、着物をどのように装うかという「技術」だけでなく、日本

女性としての優しさやたおやかさ、風情を漂わせることができるよう、日々の練習に力を
入れています。着物を着ることは、単なるファッションではなく、長い歴史と伝統に根ざ
した文化を体現する行為であり、それを通じて自らの内面を表現する手段でもあります。
着物を通して、日々の生活に彩りを与え、心を豊かにすることを大切にしています。本

広報誌を通じて、市民の皆さまや観客、関係者の方々に、日本の伝統文化である着物姿の
華やかな世界をお伝えできることを嬉しく思います。その魅力を少しでも感じていただけ

たのであれば、私たちにとってこれ以上の喜びはあり
ません。
また、着物を着ることは、ただ美しい装いを楽しむ
だけではなく、私たちの文化や歴史を次世代へと繋げ
る大切な役割を担っています。地域の皆さまと共に、
着物文化の深さや豊かさを再発見し、その魅力を広め
ていけることを心より願っています。

あつら くろとめそで ふくろおび

おおしまつむぎ ふくじゅそう ちりめん なごやおび

おり なごやおび

とめそで
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活動日：第1・3土曜日	 午後1：30～3：30	 （下稲吉コミセン）
第2・4土曜日	 午後1：30～3：30	 （霞ヶ浦コミセン）
第2・4木曜日	 午後1：30～3：30	 （下稲吉コミセン）
毎週火・木・金曜日　午前9：30～午後6：00（自宅教室）
	 　　　　　　　　　　　相談に応じます

熊谷きもの学院
熊谷　光子	 ☎ 090-8025-6081

かすみがうら市文化協会だより
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活動日：毎週水曜日　午前9：00～午後4：00
（霞ヶ浦コミセン　陶芸棟）

陶芸クラブ
清水　きよ子	 ☎ 029-897-0053

活動日：第3土曜日　午前9：30～ 11：00（霞ヶ浦コミセン）
　　　  第 3土曜日　午後7：00～ 8：30（小津公民館）

活動日：第１・３　月・火・土曜日　午後1：30～4：30（表千家不白流 道友庵）
　　　 月・火・水・土・日曜日　希望日予約制（裏千家 竹浦宗徳宅）
　　　 水・土・日曜日　希望日予約制（裏千家 戸張宗恵宅）

池坊同好会
立花　修代	 ☎ 090-4524-8227
木川　智惠子	 ☎ 090-2676-0821

かすみがうら市茶道連合会
久保田　幸子	 ☎ 029-831-6766
竹浦　トク子	 ☎ 029-831-5434
戸張　美恵子	 ☎ 080-7963-8811

活動日：�第 2日曜日　午後1：30～ 4：00
　　　　（霞ヶ浦コミセン　会議室５）

紫陽花俳句会
福田　宏通	 ☎ 080-6589-4979

活動日：第3木曜日　午後1：00～4：00（霞ヶ浦コミセン）

彩友会
室井　克美	 ☎ 029-831-6519
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活動日：第3金曜日　午前9：30～ 11：30
（下稲吉コミセン　２F）

切り絵同好会
金澤　富士子	 ☎ 029-831-9880

活動日：第2日曜日　午後1：30～ 4：30
	 （環境科学センター）仮

フォト霞ヶ浦
加瀬　雅俊	 ☎ 090-1439-9690

活動日：第1・2・3日曜日　午後1：30～ 4：30
（千代田コミセン）

獅子頭彫刻同好会
宮本　力	 ☎ 0299-59-3955

活動日：毎週水曜日　午前9：00～午後3：00
（第１常陸野公園内　陶芸棟）

千代田やきもの同好会
田中　賢筰	 ☎ 0299-59-5102

活動日：毎週土曜日　午前9：00～午後4：00
　　　　（霞ヶ浦コミセン  陶芸棟）

土釉会
氏橋　まさ子	 ☎ 080-2034-3990

活動日：第２・４土曜日　午後1：00～ 4：00（霞ヶ浦コミセン）
第２・４火曜日　午後1：00～ 4：00（下稲吉コミセン）

キルティングＢｅｅ
石塚　とし子	 ☎ 090-1037-2118
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活動日：春の美術館見学
　　　　かすみがうら祭への参加
　　　　年度末に美術に関する講演会

かすみがうら市
千代田美術愛好会
元木　正志	 ☎ 0299-23-5371

活動日：第3日曜日　午後1：30～ 4：00
　　　　第4木曜日　午後1：30〜 4：00
　　　　（コミュニティカフェ アートの森アトリエ）

ペイントクラブ
岡田　恭子	 ☎ 090-5194-0405

活動日：第２日曜日　午前11：00～午後5：00（霞ヶ浦コミセン）

かすみがうら市カラオケ連合会
三河　太吉　☎ 0299-59-5499・090-3576-7652

活動日：第1・3土曜日　午後1：00～ 3：30
（下稲吉コミセン）

コーラスあじさい
島田　卓光	 ☎ 029-896-6668

活動日：第2・4木曜日　午後1：00～ 3：00
（ウエルネスプラザ音楽室）

かすみがうらハーモニカクラブ
佐々木　洋子	 ☎ 090-7902-7896

活動日：第1・3日曜日　午後1：00～ 4：00
　　　　（下稲吉コミセン　多目的室）

かすみがうらサクソフォンクラブ
上原　務	 ☎ 090-5569-3082
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活動日：第 2・4 金曜日　午後 1：45 ～ 3：45
（大塚ふれあいセンター　集会室）

かすみがうら市吟剣詩舞道連合会
黒沢　美智雄	 ☎ 070-4126-0876

メロディ ベル
佐藤　みゆき	 ☎ 090-6483-5439

活動日：第 1 〜 4 木曜日　午後 2：00 ～ 5：00
　　　 （下稲吉コミセン）

活動日：第 1 〜 4 土曜日　午後 4：00 ～ 6：30
　　　 （下稲吉コミセン）

活動日：各会ごとに違うので、問い合わせください。
　　　　 年に１回、連合会大会及び研修旅行

若浦流若浦会かすみがうら支部
矢口　光雄	 ☎ 0299-59-2811

蝶の会＆子供クラブ
和佐原　悦子（若柳美穂蝶）　　☎ 0299-59-2362

活動日：毎週水曜日　午前 10：00 ～正午（下稲吉コミセン）
　　　  毎週木・金曜日　午前 9 ：30 ～ 11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（下稲吉コミセン）

かすみがうらＦＤ（フォークダンス）
久保田　ゆう子	 ☎ 029-831-9807

活動日：毎週月　午前 10：00 ～正午（ウエルネスプラザ）
	 毎週月　午後 4：00 ～ 7：00（土浦市神立中央 1-13）

毎週水・金　午後 3：40 ～ 6：30（土浦市神立中央 1-13）
毎週土　午前 9：30 ～午後 6：30（土浦市神立中央 1-13）

tenjin ballet
大和田　奈々美	 ☎ 080-4150-8296
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活動日：第3日曜日	 午後 12：00～ 5：00（下稲吉コミセン研修室）
　　　　毎週火曜日	 午後   1：00～ 5：00（下稲吉コミセン研修室）
　　　　　毎週土曜日	 正午〜5：00（下稲吉コミセン研修室）

千代田囲碁会
武田　和夫	 ☎ 080-3124-6115

コミセンはコミュニティセンターの略です。
　
あじさい館 ⇩
 霞ヶ浦コミセン➡霞ヶ浦コミュニティセンター

働く女性の家 ⇩
 下稲吉コミセン➡下稲吉コミュニティセンター
　
 千代田コミセン➡千代田コミュニティセンター

コミセンはコミュニティセンターの略です。
　
あじさい館 ⇩
 霞ヶ浦コミセン➡霞ヶ浦コミュニティセンター

働く女性の家 ⇩
 下稲吉コミセン➡下稲吉コミュニティセンター
　
 千代田コミセン➡千代田コミュニティセンター

【施設名について】【施設名について】

活動風景活動風景
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新たな趣味・生きがいを見つけたい方、

地域で仲間を作りたい方、大歓迎！

文化協会の加盟団体に見学や

入会希望又は興味のある方は

各団体へお気軽にお問合わせください！

【文化協会ホームページ】
スマホで読みとっていただくと、文化協会加盟団体
一覧などがご覧いただけます。

文化協会HP
また、　　　　　　　　　　　　　　　　と検索しても
ご覧いただけます。

かすみがうら市文化協会



かすみがうらサクソフォンクラブ

かすみがうらハーモニカクラブ かすみがうら市茶道連合会

メロディ　ベル

千代田やきもの同好会 熊谷きもの学院

文化協会加盟団体自主講座のお知らせ
（マナビィ令和８年度前期）

楽器演奏を一緒に楽しみましょう。

日　時　 5/17、6/7・21、7/5・19
　　　　　（日曜日5 回）13:00 ～ 16:00
講　師　 上原　務
受講料　500 円/ 回
●会場 / 下稲吉コミセン 多目的室
●定員 / 2 名
●持参品 / 楽器・譜面台
●募集期間 / 4/14㈫～5/7㈭ 17:15

ハーモニカで好きな曲を演奏してみませんか。
初めての方、学び直したい方など大歓迎です。
一緒に演奏しましょう。
日　時　 5/27、6/10・17、7/8・22
　　　　　（水曜日5 回）10:00 ～ 12:00
講　師　 照沼 光男
受講料　500 円（5回分）
●会場 / ウェルネスプラザ　音楽室（201号室）
●定員 / 3 名
●持参品 / 複音21 穴C 調ハーモニカ
●募集期間 / 4/14㈫～5/14㈭  17：15

色ベルに合った色楽譜を使って、楽譜が読めな
くても楽しく簡単に演奏できます！「失敗して
も笑っちゃおう」を合言葉に、いろんな曲を演奏
します。１回だけの参加も大歓迎です♪
日　時　 7/10・24、8/7・21
　　　　　（金曜日4 回）13:45 ～ 15:45
講　師　 佐藤　みゆき
受講料　500 円/回
●会場 / やまゆり館　会議室1、2
●定員 / 10 名
●持参品 / 飲み物、筆記用具、笑顔(^o^)
●募集期間 / 4/14㈫～6/25㈭  17：15

初心者の方、久しぶりの方、抹茶を点ててみましょう。
3回目は和菓子を作ってお茶を楽しみ、4回目はお茶
室でお茶を味わいましょう。

日　時　  ⑴5/24　⑵5/31　⑶6/14　⑷6/21
　　　　　　（日曜日4回）13:30 ～ 15:30
講　師　竹浦　宗徳
受講料　4,000 円（4回分）
●会場 / ⑴・⑵下稲吉コミセン 第1、2会議室　
　　⑶下稲吉コミセン 調理室　⑷茶室（別会場）
●定員 / 6名
●持参品 / 帛紗（持っている方のみ）
●募集期間 / 4/14㈫～5/7㈭ 17：15

初心者の方も大歓迎です。講座に参加し、やきも
のの楽しさを味わってみて下さい。以前受講さ
れた方も大歓迎です。

日　時　 6/3・10・17・24、7/1
　　　　　（水曜日5 回）9:30 ～ 11:30
講　師　 飯田　卓也
受講料　600 円/回
●会場 / 第1常陸野公園　陶芸棟
●定員 / 5 名
●持参品 / エプロン
●募集期間 / 4/14㈫～5/21㈭  17：15

着装（着付）に興味のある初めての方、最初の一
歩を体験して、着物の素晴らしさをこの機会に味
わって日本の文化を楽しんでください。

日　時　 6/7・14・21・28、7/5
 　（日曜日5回）10:00～12:00
講　師　 熊谷　光子
受講料　 無料
●会場 / 下稲吉コミセン 第1、2研修室
●定員 / 5名
●持参品 / 着物一式
●募集期間 / 4/14㈫～5/14㈭ 17：15

〒315-0075　茨城県かすみがうら市中志筑2112
千代田コミュニティセンター（旧志筑小）内
TEL:0299-57-1073　　FAX:0299-57-1156

問い合わせ
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キルティングBee Tenjin ballet
初めての方から、過去に体験された方まで楽しく
作って使っていただけるバッグを手作りします。
どこにもない物を一緒に作ってみませんか。
日　時　5/9・23、6/13・27、7/4
　　　　　（土曜日5 回）10:00 ～ 12:00
受講料　5,000 円（5 回分）
●会場 / 下稲吉コミセン 講習室
●定員 / 15 名
●持参品 / 裁縫道具（針、糸、定規バサミ）、
　　　　　筆記用具
●募集期間 / 4/14㈫～4/23㈭ 17：15

優しいクラシックバレエ。バレエストレッチを多
く取り入れ、ゆっくり体をほぐします。美しい姿
勢を目指す大人のためのクラスです。

日　時　 5/18・25、6/1・8・15
　　　　　（月曜日5回）10：30～11：30
講　師　 大和田　奈々美
受講料　4,000 円（5回分）
●会場 / ウエルネスプラザ 多目的室（205号室）
●定員 / 10名
●持参品 / ヨガマット（貸出用有）、飲み物
●募集期間 / 4/14㈫～5/7㈭ 17：15

展示月 展示期間 備　　考
5月 4月28日（火）〜 5月24日（日） 千代田やきもの同好会
6月 5月26日(火)～6月21日(日) 切り絵同好会
9月 8月25日(火)～9月20日(日) 土釉会
3月 2月23日(火)～3月21日(日) ペイントクラブ

令和７年度も、多くの皆様のご理解とご協力のもと、文化協会の活動
を無事に進めることができました。
本年度は施設環境の変化もありましたが、各団体の工夫と努力により、

文化活動が着実に継続され、ふれあい生涯学習フェアなどを通して世代を超えた交流が広がりました。
文化協会未加入の団体の皆様におかれましては、ぜひご加入いただき、発表や交流の機会を通じて、さらな
る活躍の場を広げていただければ幸いです。
今後も、かすみがうら市が魅力ある文化のまちとして発展するよう、皆様とともに歩んでまいります。

広報委員一同　

■ 令和８年度  市民窓口センター（中央庁舎）展示スペース  展示スケジュール

 

は が き

申込方法と提出先
千代田コミュニティセンター（文化協会 事務局）または
下稲吉コミュニティセンターに持参いただくか、往復はがき
により郵送でお申し込みください。

かすみがうら市
　中志筑2112

文化協会事務局
生涯学習課　  行

お申し込みする方の
ご　住　所
ご　氏　名

何も書かない

1．希望講座名
2．ご住所
3．ご氏名
4．年齢
5．電話番号
6．性別
7．その他

（往信・表） （返信・表）（返信・裏） （往信・裏）

85 853 1 5 0 0 7 5

かすみがうら市文化協会だより （15）
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【文化協会に加盟するメリット】
○会員１名あたり 800 円の補助金が交付されます。
★協会会費（会員１名あたり 300 円）を納入し、関係書類（補助金交付申請書・事業計画・会員名簿・
補助金実績報告書等）の提出が必要となります。　※実質１名あたり 500 円の補助

○いろいろな発表の場、機会がより多く得ることができます。
　★マナビィ講座、文化協会だより掲載、公共施設での展示、ふれあい生涯学習フェアなど

【加入申込方法】
★条件：市内に活動の場を置き、５名以上の会員を有すること。
★方法：事務局に備え付けの「文化協会加盟申込書」に必要事項を記入の上を、事務局まで提出してく
ださい。［理事総会にて加盟承認の可否決定を行います。］

　◎事務局：教育委員会 生涯学習課
　　　　　　〒315-0075　かすみがうら市中志筑 2112　千代田コミュニティセンター内
　　　　　　☎０２９９－５７－１０７３

❁❁❁❁❁ 文化協会に加盟しませんか！ ❁❁❁❁❁

◆　文化協会に未加入の文化団体の皆さんへ　◆

◆　 支 援 金 制 度 　◆

文化協会の活動の活性化を図る目的で、当支援金制度があります。

多くの所属団体の積極的な活用を期待しております。

事 業 名 活動支援金 マナビィ講座支援金

目　　的 文化協会加盟団体における活動の活性化を図るため

概　　要

観客、来場者、聴衆などの鑑賞・閲覧を目的とし
た参加者を伴う展示会や発表会等を実施した場
合に、当該活動を支援することを目的として支給
されるもの。

市が発刊するマナビィかすみがうら講座におい
て、開講申込みを行い、実施した講座にて新たに
受講者の参加があった場合に、当該講座運営を支
援することを目的として支給されるもの。

補 助 額 5,000円 /回 3,000円 /回

上限回数 年度内1回 前期・後期講座　各1回

提出書類 申請書・報告書（写真等含む） 実績報告書


